
 

 

 

 

 

 

コロナが 5類へ移行  学校はどう変わる？       

５月８日、新型コロナウイルス感染症が５類に移行されました。これにより、流

行状況の把握方法やワクチンなどの国の制度が変わったことを受け、学校関係者が

指針とする文部科学省「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理

マニュアル」も改定されました。この中では、感染が落ち着いている平時と、地域

や学校において感染が流行している場合に分けた対応が示されています。 

これをもとに、平時の場合、岐宿小学校では次のように対応します。 

 平時における取組 

マスク対

応 

・清潔なハンカチ・ティッシュの携帯 

・必要に応じてマスク・マスクケースの持参 

・給食時のマスクは着用（コロナ禍前と同じで衛生上の対応です） 

健康観察 ・玄関にある非接触型スタンド式体温計を使って各自で検温確認 

・朝の会における健康観察の実施 

換気 ・２方向の窓を開け、CO2チェッカーを利用 

・換気システムを常時活用 

手洗い ・外から校舎へ入る際、トイレ後、給食の前後に石けんで手を洗う 

・必要に応じて手指用の消毒液を利用 

消毒 ・日常の清掃活動で清潔な空間を保つ 

   

家庭では どうすればいいの？  

 学校内での感染拡大を防止するためには、外部からウイルスを持ち込まないこと

が重要です。そのためには、子供の学習権を保障しつつ、各家庭の協力が不可欠で

す。特に、次の点について御理解、御協力をよろしくお願いします。 

 ○検温表の提出は６月からありません。登校前のお子様の健康状態の確認を必ず

実施していただきますようお願いします。 

  ※本来は、５月８日から不要ですが、運動会が終わる５月末までは継続します。 

 ○お子様に発熱や咽頭痛、咳等の普段と異なる症状があるときは、無理をせず自

宅で休養することが重要です。悩む場合は電話にて御相談ください。 

 ○お子様が感染した場合は、出席停止の取扱いになります。 

 ○濃厚接触の取扱いはなくなりました。欠席する必要はありません。 

 ○抵抗力を高めるため、「十分な睡眠」「適度な運動」「バランスのとれた食事」

をお願いします。    

    

 えがお 
五島市立岐宿小学校 校長 増田 祥子  

 

令和５年５月９日 岐宿小学校だより第４号 ○思いやりのある子 

○楽しく学ぶ子 

○たくましい子 

笑顔あふれる，心身ともに

たくましい子供を育てます！ 



「ワクワク」「ドキドキ」 の 学校生活 

「ワクワク」「ドキドキ」は非日常を生み出し、刺激となって学校生活を楽しい

ものにし、子供を笑顔にしてくれます。そんな学校生活の様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

あけてビックリ！ 「ふくぶっくろ」 

本を手に取って読んでほしいという願いを

込め、図書委員会が福袋のコーナーを設け

ました。袋には「○年向け」「歴史にくわし

くなりたいきみへ」「英語が得意になりたい

子へ」「電車好きになりたいあなたへ」「○

○ちゃんおすすめ」など図書委員の思いが

詰まった手書きメッセージにワクワク♪ 

ミルキー2による読み聞かせ 

４月２５日、子供が楽しみにしている第１回

目の図書ボランティア「ミルキー２」による読

み聞かせを行いました。毎回本を選んだり、め

くりやすいよう付箋を貼ったり準備をして臨

んでくださいます。今回は、「しりとりのだい

すきなおうさま」を菊谷さんが、「ごろはちだ

いみょうじん」を坂井さんが、BGMを宮脇さ

んが担当し盛り上げてくださいました。感謝!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通安全教室 

４月２５日、雨天のため体育館にて、岐宿・

中嶽駐在所、五島自動車学校の皆様を講師に

迎え、指導していただきました。４月から努

力義務となったヘルメット着用の効果がわ

かるよう、ヘルメットに植木鉢（頭蓋骨）、風

船（脳）を入れ、石を落とす実験に、子供も

大人もヘルメットの効果を理解できました!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年：道路横断中に車が来たら 

 

 

 

 

 

 

 

 

高学年：自転車での方向指示の出し方 

４月２８日現在の来校者数は２１７名。 ありがとうございました！ 


